
毎

障
害
の
あ
る
女
性
の
生
女
性
の
障
害
者
問
題
に
ん
ら
が
報
告
。
「
病
院
で
一
め
ら
れ
、
｜
｜
重
の
意
味
で
一

き
づ
ら
さ
を
考
え
る
院
内
取
り
組
む
「
Ｄ
Ｐ
Ｉ
女
性
一
男
性
に
排
せ
つ
介
助
を
さ
困
難
に
陥
り
や
す
い
」
と
一

集
会
が
旧
曰
、
衆
院
第
２
｜
障
害
者
一
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
れ
、
ト
イ
レ
の
カ
ー
テ
ン
一
指
摘
し
た
。

議員会館（千代田区）’（南雲君江代表）の主一も開けたままだった」｜回答者の一人で、脳一
で
開
か
れ
、
民
間
団
体
の
催
。
同
団
体
が
昨
年
、
「
障
な
ど
の
深
刻
な
実
態
の
一
一
性
ま
ひ
で
肢
体
不
自
由
の

調
査
結
果
や
実
体
験
が
報
害
が
あ
り
、
女
性
で
あ
る
方
、
「
夫
は
家
事
を
少
し
」
森
崎
里
美
さ
ん
（
詔
）
Ⅱ
兵
一

告
さ
れ
た
・
政
府
は
来
年
た
め
生
き
に
く
い
と
感
じ
一
や
れ
ば
ほ
め
ら
れ
る
が
、
庫
県
た
つ
の
市
Ⅱ
が
体
験
一

の
通
常
国
会
へ
の
障
害
者
た
経
験
」
を
た
ず
ね
、
各
私
は
や
っ
て
当
た
り
前
」
｜
を
報
告
。
勤
め
先
だ
っ
た
一

差
別
禁
止
法
案
提
出
を
目
一
地
の
女
性
障
害
者
Ⅳ
人
が
と
い
っ
た
声
を
紹
介
。
米
一
Ｊ
Ｒ
西
曰
本
の
男
性
上
司
一

指
し
て
お
り
、
法
案
作
成
寄
せ
た
具
体
的
な
経
験
澤
さ
ん
ら
は
「
性
が
な
い
一
か
ら
性
交
渉
を
強
要
さ
れ

過
程
で
実
態
を
広
く
知
っ
を
、
メ
ン
バ
ー
の
米
津
知
―
よ
う
に
扱
わ
れ
る
一
方
で
―
た
と
し
て
男
性
ら
に
損
害
－

て
も
ら
う
目
的
。

子
さ
ん
と
佐
々
木
貞
子
さ
家
事
や
家
族
の
ケ
ア
を
求
一
賠
償
を
求
め
、
大
阪
高
裁
一 ■

女１性障害者
「
生
き
に
く
い
」
実
態
報
告
一
訣
繍
筆
淫
一
窪
「
蕊
誌
Ⅷ
輯

,iiiiiiiiiiI

織麹『
『
一

儘
叫
一
戸
礁
縢
議
員
会
館
で
集
会
一
驚
鮴
騰
祷
Ⅲ
一
霞
』
『
鵬
薫
』
陣

'

鱈霧息～ 図ご塁鍾蚤ニニニー

院内集会で体験を語った森崎

（右端）－衆院第２議員会館で

さん

｜
｜
重
の
意
味
で
一
賑
７
カ
月
ま
で
出
産
す
る

［
野
倉
恵
］

－
た
な
ど
の
経
緯
を
紹
介
。
｜
ち
位
置
』
が
そ
も
そ
も
低
―

―
現
在
高
校
生
の
長
女
が
妊
一
い
の
が
問
題
」
と
訴
え
た
。
－

一
で
昨
年
ｎ
月
に
逆
転
勝
訴
一
医
療
機
関
が
決
ま
ち
な
か
一

（
と
元
夫
）
と
の
結
婚
は
―
ん
」
と
言
わ
れ
た
体
験
を
一
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